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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 870 62.5 52 ― 44 ― 17 ―

22年3月期第2四半期 535 △34.3 △104 ― △100 ― △171 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 342.63 ―

22年3月期第2四半期 △3,390.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 16,454 2,906 17.5 57,681.07
22年3月期 14,142 2,912 20.4 57,734.81

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,880百万円 22年3月期  2,890百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

平成23年３月期（予想）配当金は、下記「平成23年３月期の業績予想」に記載の理由により未定であるため、予想配当金についての記載をしておりません。

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複合的
な影響等について正確な予測をして業績予想を行うことは困難であるため、記載をしておりません。 

                  



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4 「2．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 54,591株 22年3月期  54,591株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  4,653株 22年3月期  4,523株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 50,054株 22年3月期2Q 50,665株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
（注意事項） 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社は、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高及び営業収益についてＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システ
ム）を通じて開示しております。 
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※ 当社は、以下のとおり当四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資

料、動画等については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成22年11月18日（木）・・・・・機関投資家・アナリスト向け当四半期決算説明会 

  

※ 上記説明会のほかにも、不定期ではありますが、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、

事業・業績に関する説明会を開催しています。今後の開催の予定等については未定ですが、開

催に当たっては当社ホームページ等にて告知いたしますので、そちらをご確認ください。 

  

○添付資料の目次
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当第２四半期におけるわが国経済は、引き続き新興国経済の台頭と予断を許さない国際金融情勢が相

俟っている中、企業業績は新興国を中心とした輸出の増加、コスト削減や在庫調整等の効果もあり、緩

やかながら回復基調を示しつつありましたが、第２四半期後半あたりから想定を上回る円高の進行、そ

の結果もたらされた株式市場の低迷や業績下振れ懸念等の不安要素を背景に、第１四半期同様に懸念材

料が払拭されない状況にあります。 

その中にあって外国為替市場は、７月の米ドル／円相場においては、月初に86円台後半に円高米ドル

安が進んだ後、参院選での民主党大敗を受けた政局不透明感等から89円台前半まで円が弱含んだもの

の、ＦＲＢによる経済見通し下方修正や低調な米景気指標等が相次いだことと相俟って、米国で二番底

懸念が浮上する中、月末には85円台後半まで円高米ドル安が進行いたしました。  

８月に入ると、月初発表された相次ぐ低調な米景気指標等から84円台後半まで円高米ドル安が進行す

ると、日銀による追加金融緩和期待や介入警戒感等を背景に85円台での小康状態が続いたものの、為替

に対する具体策が打ち出されない状況から再び円高米ドル安が進行し83円台半ばを示現いたしました。

９月に入ると、米景気減速や日銀の追加緩和慎重姿勢等を背景に、83円台から84円台での円ジリ高の

展開が続くと、民主党代表選後に仕掛け的な円買いの動きも見られる中、一時82円台後半まで円高が加

速すると、同日、２兆円を上回る円売り介入を実施したことから85円台後半まで円安米ドル高に誘導さ

れましたが、その後、ＦＯＭＣの追加金融緩和を示唆した声明や低調な米景気指標を背景に再び83円台

前半まで円高米ドル安に推移し、第２四半期末を迎えました。 

米ドル／円以外に目を向けると、ユーロ／円は、７月以降にユーロ圏での資金繰り懸念が後退する

中、予想以上に堅調なユーロ圏景気指標を背景に110円台前半から114円台後半で推移し、８月に入る

と、もみ合い状態から世界的な株安等の影響で平成13年７月以来となる105円台後半まで円高ユーロ安

が進んだ後、９月は、世界的な景気失速懸念の後退を受けリスク回避の動きが和らぐ中、円安ユーロ高

の方向に反発すると、その後、ユーロジリ高の展開から114円台前半まで円安ユーロ高に推移いたしま

した。 

このような状況下において、当社は、ＴＶＣＭを開始する等の広告宣伝を強化した昨年以降、徐々に

認知度がアップしてきたことが奏功し、経済ニュース番組や雑誌記事等に取り上げて頂く機会も増え、

さらに当社の認知度アップを図ることができました。また、７月より「Ｍ２Ｊダイレクト」コースの売

買単位を、10,000通貨単位から1,000通貨単位に引き下げたこと（南アフリカランド／円、香港ドル／

円は除く）や、８月からレバレッジ規制がスタートしたことにより、当社独自の注文発注手法であるト

ラップリピートイフダン®を用いて、中長期的にＦＸ取引での資産運用を行いたいというニーズのお客

様層を獲得することに成功し、顧客口座数は、前年同期末の16,238口座から26,209口座（前年同期末比

61.4％増）へと拡大いたしました。 

 業績面に関しては、７－９月は総じて狭いレンジでの値動きをする営業日が多く、また、「Ｍ２Ｊダ

イレクト」コースの売買単位を引き下げたことによる一時的なマイナス要因も発生いたしましたが、そ

れをも上回る顧客口座数の増加や当社独自の注文発注手法であるトラップ系注文の活発化が下支えとな

り、営業収益は、870,848千円（前年同期比62.5％増）となりました。営業費用は、レバレッジ規制が

スタートする時期に前後して、さらなるお客様の囲い込みとブランディング強化のための広告宣伝を積

極的に行った結果、818,306千円（前年同期比27.7％増）となり、営業利益は、52,541千円（前年同期

は営業損失104,985千円）となりました。経常利益は、受取利息等を含む営業外収益として3,343千円、

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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投資損失引当金繰入額等を含む営業外費用として11,298千円計上した結果、44,587千円（前年同期は経

常損失100,111千円）となりました。また、特別利益として投資有価証券売却益を3,382千円、特別損失

として資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を10,701千円計上する等した結果、四半期純利益は、

17,149千円（前年同期は四半期純損失171,785千円）となりました。 

なお、平成23年３月期第１四半期に係る定性的情報については、平成22年８月６日に開示した『平成

23年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）』をご参照下さい。 

  

  

①資産、負債及び純資産の状況 

前事業年度末から当第２四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べ、2,311,742千円増加し、16,454,461千円となりました。これは主に、流動資

産のうち、現金及び預金が71,317千円、分別管理信託が2,165,736千円それぞれ増加したこと、さらに

は、有形固定資産が39,502千円、無形固定資産が27,002千円それぞれ増加したものの、投資その他の資

産が16,512千円減少したためであります。 

負債総額は、前事業年度末と比べ、2,317,634千円増加し、13,547,506千円となりました。これは主

に、流動負債のうち、未払金が57,238千円、顧客預り勘定が2,175,279千円増加したことと、固定負債

で資産除去債務を60,923千円、繰延税金負債を18,402千円計上したためであります。 

純資産額は、前事業年度末と比べ、5,892千円減少し、2,906,955千円となりました。これは主に、四

半期純利益を17,149千円計上したものの、第１四半期に配当金の支払いや第２四半期に自己株式の取得

を実施したためであります。 

②キャッシュ・フローの状況  

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前事業年度末と比較して

65,083千円の増加となり、残高は1,047,539千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャ

ッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動によるキャッシュ・フローは、お客様の投資マインドの好転から前事業年度と比べて積極的

な資産運用へと変化したことによる取引高の増加がプラスに寄与したものの、ブランディングの強化に

伴う積極的な広告宣伝を実施したことで営業費用も通常時より増加したことなどが影響し、税引前四半

期純利益を37,268千円計上したこと、減価償却費を44,638千円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影

響額を10,701千円計上したこと、さらに、投資損失引当金が11,266千円、未払金が37,900千円増加し、

前払費用が13,206千円減少したことと、差入保証金の差入れによる40,000千円の支出等が影響し、

128,373千円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による10,495千円の支出と無形固定資産

の取得による31,479千円の取得等により、35,311千円の減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いと自己株式の取得により、27,777千円の減少

となりました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報
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当社は金融商品取引業（外国為替証拠金取引）を営んでおり、当社の業績は外国為替市場や株式市場

等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外の経済環境に大きく左右されます。これら

の要因及び複合的な影響等について正確な予測を行うことは、外国為替相場や株式相場を予測するのと

同様に極めて困難であります。また、外国為替証拠金取引は、近年、広く投資家への認知度が高まって

きたことにより、外国為替市場自体へのインパクトも大きくなってきており、その時々のマーケット状

況を的確に把握することも、やはり困難であります。 

以上のような理由から、当社では業績予想についての開示を行っておりません。  

そのため、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高及び営

業収益について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システム）を通じて開示を行っております。  

  

  

  

該当事項はありません。  

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ2,351千円減少し、税引前四半期純利益は13,052千円減

少しております。 

  

該当事項はありません。 

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,261,728 2,190,410

分別管理信託 13,612,254 11,446,517

前払費用 16,337 29,544

繰延税金資産 14,187 13,039

その他 40,212 3,458

流動資産合計 15,944,720 13,682,971

固定資産   

有形固定資産 206,081 166,578

無形固定資産 186,454 159,452

投資その他の資産   

投資有価証券 121,810 125,000

長期前払費用 14 202

差入保証金 68,035 68,035

繰延税金資産 － 2,184

その他 795 478

投資損失引当金 △73,449 △62,183

投資その他の資産合計 117,205 133,717

固定資産合計 509,740 459,747

資産合計 16,454,461 14,142,719
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

未払金 142,869 85,631

未払法人税等 4,501 3,794

顧客預り勘定 13,288,217 11,112,937

ポイント引当金 26,832 21,006

その他 5,759 6,501

流動負債合計 13,468,180 11,229,871

固定負債   

資産除去債務 60,923 －

繰延税金負債 18,402 －

固定負債合計 79,325 －

負債合計 13,547,506 11,229,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

資本剰余金合計 1,129,005 1,129,005

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 690,334 698,218

利益剰余金合計 690,334 698,218

自己株式 △163,276 △160,561

株主資本合計 2,880,067 2,890,666

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 410 －

評価・換算差額等合計 410 －

新株予約権 26,477 22,181

純資産合計 2,906,955 2,912,847

負債純資産合計 16,454,461 14,142,719
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(2) 四半期損益計算書 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 535,768 870,848

営業収益計 535,768 870,848

営業費用   

販売費及び一般管理費合計 640,754 818,306

営業利益又は営業損失（△） △104,985 52,541

営業外収益   

受取利息 4,663 2,025

法人税等還付加算金 1,547 －

助成金収入 － 1,000

その他 21 317

営業外収益合計 6,232 3,343

営業外費用   

支払利息 187 －

投資損失引当金繰入額 1,126 11,266

その他 44 32

営業外費用合計 1,358 11,298

経常利益又は経常損失（△） △100,111 44,587

特別利益   

投資有価証券売却益 － 3,382

特別利益合計 － 3,382

特別損失   

固定資産除却損 774 －

固定資産臨時償却費 48,808 －

本社移転費用 51,042 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,701

特別損失合計 100,625 10,701

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △200,737 37,268

法人税、住民税及び事業税 680 680

法人税等調整額 △29,631 19,438

法人税等合計 △28,951 20,118

四半期純利益又は四半期純損失（△） △171,785 17,149
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【第２四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 290,410 344,983

営業収益計 290,410 344,983

営業費用   

販売費及び一般管理費合計 327,242 459,592

営業損失（△） △36,832 △114,608

営業外収益   

受取利息 2,369 1,051

法人税等還付加算金 1,547 －

その他 21 271

営業外収益合計 3,938 1,323

営業外費用   

支払利息 187 －

投資損失引当金繰入額 1,126 11,266

その他 25 32

営業外費用合計 1,339 11,298

経常損失（△） △34,232 △124,584

特別利益   

投資有価証券売却益 － 3,382

特別利益合計 － 3,382

特別損失   

固定資産除却損 774 －

本社移転費用 2,479 －

特別損失合計 3,253 －

税引前四半期純損失（△） △37,486 △121,201

法人税、住民税及び事業税 340 340

法人税等調整額 35,770 △2,261

法人税等合計 36,110 △1,921

四半期純損失（△） △73,597 △119,279

                  

㈱マネースクウェア・ジャパン（8728）平成23年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

8



(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△200,737 37,268

減価償却費 42,692 44,638

固定資産除却損 774 －

固定資産臨時償却費 48,808 －

株式報酬費用 6,549 4,296

投資損失引当金の増減額（△は減少） 1,126 11,266

受取利息 △4,663 △2,025

支払利息 187 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 11,468 5,826

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △3,382

為替差損益（△は益） 75 200

分別管理信託の増減額（△は増加） 151,152 △2,171,970

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,701

前払費用の増減額（△は増加） △37,226 13,206

未払金の増減額（△は減少） 23,426 37,900

差入保証金の増減額（△は増加） － △40,000

顧客預り勘定の増減額（△は減少） △148,625 2,175,279

その他 21,668 2,401

小計 △83,322 125,606

利息の受取額 4,907 2,136

利息の支払額 △187 －

法人税等の支払額 △1,661 △1,028

法人税等の還付額 56,753 1,657

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,511 128,373

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500,000 △1,500,000

定期預金の払戻による収入 1,500,000 1,500,000

有形固定資産の取得による支出 △41,176 △10,495

無形固定資産の取得による支出 △65,438 △31,479

差入保証金の差入による支出 △39,476 －

投資有価証券の売却による収入 － 6,979

その他 △36 △316

投資活動によるキャッシュ・フロー △146,127 △35,311

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △100,000 －

配当金の支払額 △25,386 △25,030

自己株式の取得による支出 △4,061 △2,747

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,448 △27,777

現金及び現金同等物に係る換算差額 △75 △200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △199,162 65,083

現金及び現金同等物の期首残高 1,221,704 982,455

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,022,542 1,047,539

                  

㈱マネースクウェア・ジャパン（8728）平成23年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

9



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

前事業年度 

 
  

当事業年度 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

 各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

第２四半期
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

第３四半期
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

第４四半期
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

営業収益 (千円) 245,358 290,410 313,572 334,432

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) △68,153 △36,832 △85,059 △9,692

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) △65,878 △34,232 △86,459 △58,542

税引前四半期純利
益金額 又は 
税引前四半期純損
失金額（△）

(千円) △163,250 △37,486 △90,814 △59,040

四半期純利益金額
又は四半期純損失
金額（△）

(千円) △98,188 △73,597 △92,029 △83,642

１株当たり四半期
純利益金額 又は 
１株当たり四半期
純損失金額（△）

(円) △1,936.81 △1,453.51 △1,827.32 △1,669.58

第１四半期
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

第２四半期
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

営業収益 (千円) 525,864 344,983

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) 167,150 △114,608

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) 169,171 △124,584

税引前四半期純利
益金額 又は 
税引前四半期純損
失金額（△）

(千円) 158,469 △121,201

四半期純利益金額
又は四半期純損失
金額（△）

(千円) 136,429 △119,279

１株当たり四半期
純利益金額 又は 
１株当たり四半期
純損失金額（△）

(円) 2,724.89 △2,383.68
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